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提言回想 Ⅱ●
一、
国文学研究資料館十周年に寄せて
秋山 農
（東京大学教授）
日本学術会議による国語・国文学研究資料センターの勧告が昭和41年，学術審議会による国文学
研究資料センター設置についての文部大臣への答申が昭和45年，やがて翌年から建設の動きが具体
化するわけですが，この昭和40年代の前半は，全国的な大学紛争の嵐の時期でした。紛争は，いわ
ば価値の多様化の顕著な表れであったと思いますが，私はこのあいだ前研究情報部長の古川清彦氏
から，当館の設置に至るまでの諸先学の活動の詳細な記録を見せていただき，それにつけても，当
館建設の，時代・社会の動きに対応する必然的意味の重さを読み取らずにはいられませんでした。
価値の多様化は，研究方法の多岐化とそのめまぐるしい変転や情報量の激増という現象をもたらし
ましたが，そうした大勢であればあるほど，研究のための確固たる土台を提供し，大所高所から領
導的であるべき強力なセンターの存置が要請されたわけです。
昭和47年に学界待望の当館が創設されてから十年，その間，立派な建物が次々と建設され，設備
も整い，いまや完全にその運営が軌道に乗った各部局の多彩な活動に瞠目させられますが，それに
つけても館長はじめ当館のすべての皆様のはかり知れぬ御苦労の付度されるしだいです。これから
十年後，二十年後，当館がどのように充実し，発展していかれるか，私などには見当もつきかねま
すが，当館が国文学徒の，いつもそこに思いを寄せるメッカであってほしいという願いはもとより
として，これからの日本の文化の創造のための汲めども尽きぬ源泉を深く湛える場所として，国の
内からも外からも意識されるような機関となってほしいという思いであります。
設立準備のころ
橋本不美男
（早稲田大学教授）
たしか昭和42～43年のころであったと思う。久松潜一博士を中心とした全学会の要望にもとずい
て，日本学術会議から仮称国文学研究センター設立勧告が公示された。文部省の所管部局も大学学I
術局(現学術国際局)情報図書館課ときまった。
今度はいよいよ実現のための運動である。国文学関係の各学会から実行委員(？)が選出され，日
をきめて情報図書館課へ集まり，当時の古市課長の作戦に従い，まずいわゆる文教族議員個々への
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陳情が始まった。幾つかのグループに分れ情報図書館課員に引率された実行委員達は，それぞれ勤
務先大学名の入った名刺を手に手に持ち，議員会館へ陳情に行くのである。お互いに初めて入る議
員会館，お目あて議員への面会手続き，許されて議員個室を訪れ，議員ないしは秘書にそれぞれ名
刺を差出し，代表者が陳情書を渡すわけである。私は当時国家公務員であったので，名刺は出さな
かったが，その中の一人，たしか三重県選出と聞く藤波議員は，自ら応接され，力強く予算化に努
力する旨明言されたのを記憶している。
かくして，設置調査費が国会で承認されたのが昭和44～45年であった。既に設立のレールが引か
れたので，今度は文部省の依嘱による準備委員(？）による準備段階となった。たしかその段階で，
名称が国文学研究資料館ときまり，品川区豊町の旧三井文庫跡に建てられることとなった。その準
備委員としての私の役割は，久松博士と御一緒させていただいたが，何と研究情報部門のうちのコ
ンピューター導入についての小委員会所属であった。この小委員会のメンバーは，専門家の東大理
学部助教授の方を除いて，すべて全くの素人である。まず，ハードとソフトの区別から教えを受け
る始末である。どのような答申をしたか記憶はないが，全く五里霧中の小委員会活動であったこと
を思い出す。
調査員・収集計画委員として
樋口芳麻呂
（愛知教育大学教授）
国文学研究資料館が創設されてからもう10年が経過したとうかがって，時の流れの早さに唖然と
した。が，創設当時の調査員として，刈谷市立図書館に出かけ，村上文庫の調査・マイクロ撮影の
許可の打診を当時の遠藤館長にしたことや，資料館の松田さんや福田さん，地元の後藤重郎・島津
忠夫さんらと一緒に館長室で懇談したこと，実際に調査が始まって，後藤・島津・北岡四良・鈴木
勝忠･'山下宏明・延広真治・岡本勝・雲英末雄・中野三敏・長友千代治・佐藤彰氏ら，及び名古屋
大学の大学院生諸氏と，薄暗い書庫から一棚ずつ本を持ち出しては螺旋階段を昇り，館内の一室で，
騒然としてはいるが活気あふれる雰囲気の中で調査カードを取ったこと，またこれとは反対に，黒
川昌享氏と二人で彰考館で，本の撮影のシャッター音を耳にしながら調査に励んだことなどが，日
記を書く良習慣を身に付けていない私には，不明確に，遠い昔の出来事のように思い出されてくる。
しかし，何年かが過ぎて，収集計画委員として資料館を訪れ，諸文庫・図書館の本の豊富な紙焼
写真を，閲覧室で自由に手に取って眺めた時には，思いがけず宝の山に迷い込んだような喜びに心
が満たされた。たとえば高松宮本の紙焼写真も整然と並べられてあったのである。しかもこのよう
な資料が毎年着実に増えてゆくのである。また，資料を意のままに取り出して閲覧できる仕組みも
うれしかった。紀要類が整備されてきたことも，若い研究者でにぎわっている点から推察された。
－82－
資料を所蔵する文庫・図書館と研究者との，それぞれ異なる立場からの意見に耳を傾けつつ，し
かも研究の進捗のためのサービスに徹しようとされる資料館の職員の方々の御苦労は並大抵ではな
かろう。が，我々の共同利用の研究機関として，今後も順調な歩みを続け，発展していってもらい
たいものである。
国内も国外も
佐竹昭広
（京都大学教授）
4年前，奈良絵本国際研究会議の一員に加わって，ロンドン，ダブリン，ニューヨークの奈良絵
本を見学して回った。何百点くらい見たのか数は覚えていないが，とにかく来る日も来る日も奈良
絵本で，ほとほと食傷するところまで見た。しかし，それら数百点のうち，従来作品としての存在
さえ知られていなかった新資料は，せいぜい数点にとどまると思う。わざわざ海外まで出張して，
数点の新資料しか得られなかったと言えば，労多くして実り少き調査だったことになってしまうが，
3週間そこそこの短期間に数点に及ぶ新資料が発見されたことを，すばらしい成果と評価すること
もできる。前者の見方を採る時には，在外の資料は研究の大勢を左右するほど大きなものではない，
それよりも国内の資料調査を十分に行う方が効率的であるという方向に向うだろうし，後者の見方
を採る時には，在外資料に対する大規模継続的な調査の必要が力説されることになる。この場合，
どちらか一方が誤りであり，どちらか一方が正しいなどとは言えるものではない。調査は国内につ
いても国外についても並行して進められるべきである。この二つの基礎的な要請を公的に行い得る
機関として，国文学研究資料館はまさに絶好の機関である。設立10年，すでに草創期を脱した国文
学研究資料館の今後の精力的な活動に期待したい。
共同作業のたまもの
石綿敏雄
（茨城大学教授）
国文学研究資料館設立の重要な目的のひとつが研究情報や研究資料の検索にあるということから，
情報検索に関するしごとは資料館の発足とともにはじまった。わたしたちは外部の委員としておよ
ばずながら，ときには問題をいっしょにかんがえ，ときには余計なくちだしなどしてきたが，もち
ろんしごとの計画から実行・完成まで資料館のひとぴとがすべてことにあたってきたのである。
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わたし自身かつては文科系の研究所に計算機を導入し，どうしても理工系のひとの協力が必要な
のでそういう協力をあおぎながらしごとをした経験がある。理工系と文系とはそだちの相違があっ
て，意外なところではなしのすれちがいがある。たとえば文科系でいう学会の｢研究発表｣を，理工
系では｢講演｣という。同じ系統ならなんの説明も要しないので説明をはぶくと，誤解がつみかさな
る。国文学の情報検索のような未開拓の分野での，そして細部の問題こそ重要な意味をもつしごと
での，長期の文理の共同作業には相互に相応の努力があったものと推測しているが，あるいはおも
いすごしであるかもしれない。
ともあれ，現在ではすばらしいシステムがひとそろい誕生した。刊行物の目録をつくるしごとは
すでに十分なはたらきをしているし，研究情報のオンライン検索や語粂検索システムもできている。
一部はすでに多数のひとに利用されているが，これらのシステムが全面的に活用されるのはこれか
らであろう。一方コンピュータ環境はこの十年間に一変し，一層普及した。ワードプロセッサを国
文学関係の研究室にそなえているひとをなん人もしっている。かつては関係文献あさりになん度も
図書館にかよったのに，いまは機械と相談しながら，たちまち関係文献リストが入手できる時代に
なったわけである。研究者の利用がすすみすぎて，資料館が応接にいとまなくなるときのくること
を，いまは心配している。
感偶
松尾葦江
（東京女学館短期大学専任講師）
資料館には公私共に御世話になることが多い。公私共に，とは私自身の勉強は勿論，勤務先の教
材の不足分を全面的に助けて貰っているからで，ゼミの準備に必要な索引・本文・辞書類の一通り
を説明するために，年一度，学生を連れて行くのが慣例になった。説明のひそひそ声が他の閲覧者
に御迷惑であろうと思って恐縮しながら。
数年前，平家物語の万治二年版を借り出して学生に見せた。先ず手を洗って来させ，恐る恐る頁
をめくらせている中，「ああ，これは二百年も前から残って来た本なんですね｣と，日頃めったなこ
とで感激しない現代っ子たちがしみじみ言うのである。彼女たちは卒業後文献学の専門家になるわ
けでは無い。しかし，現実に二百年の歳月に耐えて来た物が眼の前に在り，今この瞬間に自分たち
にも頁をめくって読むことができる、本〃として存在しつづけているのだという感激は，たしかな
手ごたえを伴って，古典の知識や文化遺産に関する百万言の美辞麗句よりも心底深く沈みこむので
はあるまいか。私自身が独り長門本の写本を見て歩き始めた大学院生の頃の感慨も，ふりかえって
みれば似たようなものだった。本文の文献学的評価とは全く関係はないが，虫クイの損傷にはらは
らし，はさみこまれた虫よけの煙草や青公孫樹の葉に感心しながら，文化の継承に対する畏れと同
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時に当事者意識のようなものも育って来たのだと思う。
最近は複製刊行が盛んになり，展観の過半が複製本で占められる場合もあるようになった。しか
し，複製本をもとの写本版本と同じように眺めることができるのは，寧ろかなり経験を積んだ専門
家なのではあるまいか。録音されたままの音響からもとの音をきき分けるのに多少の訓練が必要で
あるように。素人にこそほんものを見せ，触らせる機会を作ってやりたいと思う一方，保存・管理
とのかね合いの難しさも推察され，しかし資料館にはそういう難題を解決する為の専門家が居られ
る筈だと考えるわけである。
国文学研究資料館と私
ドナルド・キーン
（コロンビア大学教授）
私が特別招聰外国人研究員として国文学研究資料館に赴任したのは1977年(昭和52年)6月なので，
それ以前の資料館の国際活動はよく分らない。もっと具体的に言うと，資料館が5年前に創立され
たことさえ知らなかった。こう言うと日本文学者として恥かしい告白になるが，当時の私は，日本
文学史の近代・現代篇と取り組み，近世篇を終えたので，資料館よりも近代文学館の方が関係が深
かったのである。
しかし，昭和52年4月26日付で市古館長から招聰が舞い込んだ時，直ちに承諾した。実は，招贈
状を頂く前に，資料館の松田修教授から最初の外国人研究員として私を招くことに内定したという
国際電話があり，とても喜んだことがある。私が昭和28年に京都大学文学部に留学した際,松田教
授は私の研究を助けて下さったことがあるが，それ以来ずっと交際してきた。資料館に赴任した後，
市古館長を初め，館員の多くの教授の研究は以前からよく知っていたという意味で，前にお世話に
なった人達であることが分った。
ところが，最初の外国人研究員であり，研究員としての職責がまだ定っていなかったらしく，又，
私は文学史の一部であるモダニズムの勉強で頭が一杯であったために，上代から幕末までの文学の
さまざまの分野にわたる専門家に質問したり，閲覧室を利用したりしなかった。文学史の近世篇を
書いていたら，どんなに助かっただろうと再三再四思った。現在，上代文学史を調べているが，当
時の私をうらやましく思う。
幸い，私の後継者になった外国人研究員は皆それぞれの専門で私よりも資料館の研究施設を利用
できた。英国のミルズ博士，フランスのフランク教授，アメリカのサイデンステッカー教授，ドイ
ツのレヴィン教授は極めて有意義な滞在をし，資料館全体の活動に貢献できたと思う。モルモット
であった私はもう少し頭を使って，モダニズムの研究を中止し，上代に切り替えたら良かったと後
悔する。
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しかし，私の滞在が資料館として無駄であったとは思いたくない。その年，最初の国際集会が行
われ，日本に留学している私の教え子や他の外国人の日本研究家に出席するように働きかけたり，
私自身も積極的に参加した。この集会には私たちが予想したよりも多勢の外国人が出席したので嬉
しかった。それ以来，私は毎年，国際日本文学研究集会委員会委員として勤めてきた。
5年前は，資料館のことを知っている外国人の学者は至って少なかったが，それ以来，毎年閲覧
室を利用したり，雑誌や索引を参考にしたりする人が殖えている。私の頭はかなり固くなったらし
く，文学の研究とコンピューターの関連がよく理解できないが，私より若い世代の人は当然のこと
として資料館の現代的な設備を利用し，私より何倍も能率的な研究を続けている。
資料館の国際活動はこのように広くなったが，何と言っても一番目立つのは，毎年行われる集会
であろう。先ず，それぞれの外国人が自分たちの研究成果を日本語で発表すること自体, 10年前の
常識では想像できなかったのではないかと思う。丁度その頃，京都で国際日本文化会議が行われ，
同時通訳が何人も待機していた。外国人は英語で発表するという予測をしていたが，吉川幸次郎先
生が数人の外国人に日本語で発表するよう依頼し，同時通訳を大いに当惑させたことがある。資料
館の集会で発表する外国人には日本語の上手もおれば，下手な人もいるが，国籍を問わず日本文学
を日本語で論じること自体，前代未聞のことであろう。私は国文学という古めかしい名称を余り好
かないが，国文学研究資料館はこれから益々世界の学者の日本文学の理解や鑑賞を大いに助長して
くれることを信じている。
TheHappiestTimelHaveEverSpentinJapan
D. E.Mills
（ケンブリッジ大学東洋学部）
IfirstheardoftheNationallnstituteofJapaneseLiteratureinl974,whenonavisittoJapan
attheinvitationoftheT6h6Gakkai ;oneofmylecturesonthatoccasionwassponsoredby
thelnstitute.Later,atthesiteinTogoshi,Professorlchikoandhisstaffkindlyexplainedtheir
plansforthenewlnstitute.Wheninl9781spentfourmonthsthereattheinvitationofthe
Instituteasga"oh噸〃んg"句"",Isawthosehighlyimpressiveplansbeingvigorouslyputinto
practice.Nottheleastboldsteptheplannerstookwastheadoption-forworkinanotherwise
tradition-boundfield-ofthemostup-to-datetechnologyinordertocopewiththesevere
demandsofcataloguing. Itisameasureoftheenonnoustaskundertakenbythelnstituteas
anational archivethatonlycomputerscouldadequatelyprocesstheresults.Computers,
however,cannotdothegroundwork,andthisisbeingdonemagnificently,byahandpickedstaff
ofresearchers.
－86－
Itwasagreatprivilegetobeassociatedformyfourmonthsasavisitorwiththestaffofwhat
is,oratleastisdestinedtobecome, thenerve-centreofstudiesinthefieldofpre-modern
Japaneseliterature・Theweeklymeetingatwhichlhadthechancetoputquestionsrelating
tomyownworktoagroupofthreeorfourmedievalspecialistswashighlystimulating. (Ilike
tothinkitwasinstructivetothemalsotolearnwhatkindofproblemstheforeignscholarfaces
whenworkinginmedievalliterature.) Iformypartnotonlylearnedagreatdealatthe
Institute;thefourmonthslspenttherewereperhapsthehappiestlhaveeverspentinJapan.
海外の研究図書館から
金子英生
（エール大学図書館東アジア部長）
貴館創立十周年，誠にお目出とうございます。益々のご発展をお祈りすると共に，私共海外の機
関への連携・援助の面でも今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。
貴館の事業の文献調査・収集は目録類を通して，又研究情報管理方法に関しては貴館『報告』を通
して，私共もすでに色々と恩恵を蒙っております。更に，エール大学の研究者も何人かは直接貴館
におきましてお世話になっており，私自身も三度訪問させていただき親しくご指導を受けました事
深く感謝致します。
一度は，数年前に当館へ寄贈されてきた奈良絵本「伊勢物語」について色々ご教示願った時で，
それは脱葉・錯簡の復元を中心として貴館『館報』で広くご紹介下さるところとなりました。他の二
度は漢字機械処理に関してで，その内の一度はAmericamCouncilofLearnedSocietiesによる
漢字処理状況調査の一環としてでありました。お蔭さまで，これはResearchLibrariesGroupが
米国議会図書館と提携してアメリカでも漢字情報処理システムを開発するところとなりました。今
秋，発注されているターミナルとマイクロプロセサーの第一号セットが納入されるはずで，来年中
にはシステムはRLINの一部として稼動の予定です。これは，中国語，日本語,朝鮮語の漢字書誌情
報処理を欧米語を主としたシステムの中で行い得る事で，東アジア研究図書館も他の分野におくれ
を取らずに仕事が出来るようになります。又，貴館はじめその他日本で収集・機械処理された文献
情報も，アメリカでの電算機による文献整理・検索に利用させていただける事でしょう。
以上，お祝いの言葉と共に一言お礼申し上げさせていただきます。
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会員制情報誌刊行のすすめ
檜谷昭彦
（慶応義塾大学教授）
国文学研究資料館が発行している刊行物はそれぞれ有益で，情報を蒐集するうえで多くの便宜を
私なども受けている。年間の研究論文目録などはその筆頭で，研究人口の拡大と発行誌の多様化し
た現在では，こうした情報提供刊行物に拠らなくては，学界の動向はとうていつかめるものではな
い。研究資料の蒐集と公開と情報提供を研究者に与えてくれる資料館の存在が，近年とみにその重
みを加えていることを，とくに来日する諸外国の日本文学研究家から告げられて，再認識すること
が再々である。私のようにまったくの門外漢も今後は資料館の恩恵により多く与りたいと考えるよ
うになっている。
そこでひとつのお願いになるのだが，資料館で会員制の情報提供誌を定期的に刊行配布するプラ
ンを立てて欲しいのである。現在，年間の研究論文目録は出ているが，それをより細分化し，各学
会の口頭発表題目を加え，クオータリーないしは隔月刊行にして，日本ばかりでなく世界の日本研
究者たちの諸業績も加え，資料・業績が資料館に到着した直後に，それらを発表月日順に掲載して，
そのリストを会員に配布するという情報誌・紙の刊行である。もちろんこれは会員制であってよろ
しいわけで，印刷費と送料は会員負担で当然であろう。その誌・紙のなかに，目立つ論文や資料に
関するコメントを，館員の諸氏が交替で執筆してくれたら，購読者の稗益は大きいことだろう。そ
れにはまず全国各機関および大学・高校・学会をはじめ，世界の日本研究機関に呼びかける必要が
ある。それは，資料館にしてはじめて可能な呼びかけであり，同時に利用者にとって刮目して待つ
事柄だろうと私は思う。「国文学研究資料館報｣のようなスタイルでよいと私は考える。情報提供誌
は巷間に多い。国文学・国語学の研究人口を考えれば，こうした情報サーヴィスこそ，資料館がな
すべき仕事ではないか，と私はおこがましくも考えている。
終身之計を望む
信多純一
（大阪大学教授）
国文学研究資料館は今年めでたく十年目を迎えられた。『管子』の言に，「十年之計，木を樹うるに如
くは莫し」とあるが，まさに木の根をしっかりと張り，その木に漸く稔った果実を求めて人が集ま
るようになってきた。昨年来，紙焼きした写真資料の利用をめぐって，地方の研究者間で問題にさ
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れるような様相まで呈してきた。これは充実の証であり，まことに慶賀にたえない。もっとも，そ
れだけに既収集資料のサービス方面に力を入れるべき時に立ち至ったといえようか。この際，当面
の事態に対応するだけにとどまらず，さらに十年之計，いやもっと遠い将来まで見通した計画を立
てていただき，多量の情報量の十全の活用への方途をお示しいただきたい。それには恐らく急速な
進歩が予想される，機械化への方向で考えてゆかねばならないであろう。
それと共に望みたいことは，この機会に量より質への転換をはかっていただきたいということで
ある。そのことは，収集資料そのものについてもさることながら，例えば収集等の協力者について
も，璽的に発想するのではなくて，それぞれが研究者である点を十分配慮し，その人々の力が発揮
出来るものであってほしいと思う。
これとからんで，現在の優れた資料館員の職務と処遇についても考え直さねばならない段階に来
ていると思う。今日の隆昌を見るまでに尽痒された市古館長が退任され，小山新館長をお迎えした
というこの第二期に入った今，壁を消化してゆくだけにとどまらないで，じっくりと計画的収集，
その利用方法（校訂･校異・翻刻･複製等の事業を含め)，収集資料の研究などが時間的に可能な態
勢作りにまでもっていっていただきたいものである。先の『管子』の言を継げば，「終身之計，人を
樹うるに如くは莫し」とある。人材を得ずして資料館の将来はないのであるから。
国文学研究資料館への提言
藤平春男
（早稲田大学教授）
資料館が直接関係者各位の努力によって充実し，研究者が自由に利用しつつ成果をあげているこ
とは，各学会での研究発表などに顕著に反映しており，深く敬意を表したいと思う。
私は開設時に「一私立大学関係者の私見」という文を早大『国文学研究』に掲載し，問題点を指
摘したのであったが, 10年を経て充実をみ成果をあげつつある現在の資料館に対し，あらためて二
三の提言をしたい｡(基本的にはかつての私見と同様の考えであることをおことわりしておかなけれ
ばならない｡）
まず第一に，大学乃至大学院教育の一環を実質的にも形式的にも担っているのであるから，教授
会システムをとり，そこで研究と教育とにわたる問題について自由な論議を交わしつつ，諸分野ま
た各年令層の研究者の多様な要望を柔軟にうけとめてほしいのである。一方で館長・部長・室長・
室員というラインが形成されており，そのラインを通じて処理される業務が多いのであろうが,蝋研
究〃資料館としての政策決定には教官スタッフの自由な論議が，諸大学をはじめとする外部の研究
者の意見を各人が吸収したうえで，行われる必要がある。実際には行われているだろうが，制度化
すべきであると考える。
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第二に，大学教員でない民間研究者をも含めた国民にサービスする機能を，姿勢としても手続き
的にも，充分に持ってもらいたいということである｡公立の図書館や博物館は，まずその地域の人々
を対象とするだろうが，さらに広く公開している所が多い。国立はそれ以上に、国民〃が対象であ
ろう。臨調で騒がれているが，国民を疎外した、官〃意識の払拭を望まざるをえない。館設置当初
の理念からしてもそのことは当然であり，規則は理念によって検証されるべきである。学会に対す
る認識など，不満を感じる点は現にあるのである。
最後に，国立機関での館長は身分的に管理職であろうが，実質は研究者・教育者であるべきだ，
ということを言い添えたい。
歴史資料保存・利用体制と史料館
西垣晴次
（群馬大学教授）
史料館への希望二つ。その一，周知のように1980年4月，日本学術会議は「文書館法の制定につ
いて」の勧告をし，史料の保存・利用体制の確立を政府にもとめた。勧告は文書館に公文書の専門
職を置くとしている。この専門職とは欧米等のアーキビストのことを意味している。しかし，いま
だ日本ではアーキピスト養成のための機関は存在していない。そうしたなかで，どうみても十分と
は言いがたいが，アーキピストのための講習を永年にわたってひらいている唯一の公的機関が文部
省史料館以来の国文学研究資料館史料館である。この史料取扱講習は史料館の功績の第一とされる
べきものであり，将来この講習を充実し，史料館が日本のアーキビスト養成の中心的存在となるこ
とを望みたい。
その二，史料の保存・利用体制では史料の現地保存を原則とする。このことは各地の史料につい
ての情報が研究者に伝達されにくいという状況をもたらすことになる。先年，史料館で各地の文書
目録の目録を刊行されたことがあった。この試みは近世文書の所在情報，さらに内容のアブストラ
クトの提供といった学術情報システムの内での史料館の在り方を示す第一歩として評価されるべき
ものといえよう。史料館への希望の第二は，こうしたことから近世史料についての情報センターと
しての役割を果してもらいたいということである。さらに具体的かつ実現可能なことをいえば，
『史料館報』の受贈図書の項にみられる寄贈図書は，文部省史料館以来のもので彪大な量に及ぶと
思われる。これらの地方史誌類の公開・利用の体制の確立である。寄贈者は史料館の職員のためだ
けに寄贈したわけではなく，広く学界の利用を願って寄贈されたことを考えれば，史料館の義務と
して公開・利用の体制を急速に確立すべきであろう。それは学界にあるかもしれない史料館への多
少の不信の念を打ち消す最良の方策の一つにもなりうるものと思われる。
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